
【実施報告】地域コミュニティを考える出前講座 in 東和地域

チラシ画像配置エリア
(縦長)

開催概要・プログラム
日時：令和7年9月20日（土）18:30～20:30

会場：東和文化センター 2階研修室

対象：地域活動に取り組む住民、行政区長、集落支援員 など

主催：福島県企画調整部地域振興課 共催：二本松市

県の取組説明

小さな拠点・地域運営組織の取組事例紹介

東和地域の地域づくりの取組発表

意見交換タイム

当日の様子

1
(全体風景)

写真配置エリア 2
(意見交換の様子等)

定員：50名 参加者：42名



参加者の声～アンケート・感想より～

満足度・主な意見

アンケート満足度：非常に高い評価

事例紹介が分かりやすく参考になった

対話の場（ワークショップ、企画会）の重要性を実感した

「夢を語る」ことから始める大切さを学んだ

女性や若者を巻き込む仕組みづくりが必要だと感じた

特徴的な気づき

小さくスタートし、具体的なゴール設定を行うことが重要

継続可能性を確保するため、評価やフィードバックの仕組み
が鍵

地域間連携やイベントを通じた情報発信の強化が必要

地域の課題（感想・課題共有シートより）

人口減少・高齢化による地域活動の担い手不足

若者の参加低迷、女性の声が届きにくい環境

空き家の増加や耕作放棄地、高齢者の移動手段（足）の不足

地域内に蔓延する「諦めムード」からの脱却

今後のアイデア（参加者提案）

定期的な世代間対話やワークショップの開催

気軽な集いの場（カフェ、サロン、「たまり場」）づくり

空き家リノベーション（多世代カフェ等）や景観作物の活用

地元人材マップ作成や「助っ人バンク」の創設によるマッチング

地域全体のネットワーク強化と事務局体制の整備



成果と話合いのポイント（二本松市東和地域）

主な成果・気づき

危機感の共有と行動意欲の喚起
「他団体の危機感ある行動に共感」「自分も動き出したい」
同じ東和地域内でも、それぞれの地区状況の共有がなされたことで、

共感を覚えたり、取り入れたいという意見が多数あった。

話し合いの場（ワークショップ等）の重要性の認識
「夢を語ることの大切さ」「若い世代・女性の参画が重要」
地域を担う多様な世代のメンバーが、対話をしながら活動に繋げてい

る事例から、重要性を認識する意見があった。

具体的なアイデアの創出
空き家カフェ、景観作物（花壇）、ボランティア輸送など

話合いのポイントと今後の課題

人口減少を前提とした「縮充」の意識醸成

小さく始めてトライ＆エラーを許容する風土づくり

地区・団体間の連携ネットワーク構築（東和全域）

事務局体制の強化と「頑張りすぎない」仕組み

外部人材（大学生、地域おこし協力隊等）との積極的連携


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21

